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青少年健全育成みやぎ県民のつどい
研修大会
家庭の日 PR

〒980-8570  仙台市青葉区本町３-８-１
宮城県環境生活部共同参画社会推進課内
TEL：022-211-2577　FAX：022-211-2392
E-mail：seisyo9@pref.miyagi.lg.jp

青少年のための宮城県民会議
（とらいゆ～すMIYAGI）

　青少年の健全な育成を願い、県民の皆様のご協力をいただいて
おります。私たちの活動の趣旨をご理解いただき、ぜひ会員とし
て入会していただきますようお願いします。申し込みは随時受け
付けておりますので、事務局までご連絡ください。

会員を募集しています

正会員（年会費）

令和４年度「家庭の日」絵画・ポスター　優秀作品
「みんなでおたんじょうび会」宮城教育大学附属小学校１年　野上　愛馨　さん

青少年育成機関・団体
　　　１口   5,000 円 (１口以上 )
企業　１口 10,000 円 (１口以上 )

賛助会員（年会費）
個人   １口   3,000 円 (１口以上 )
団体   １口   5,000 円 (１口以上 )
企業   １口10,000 円 (１口以上 )青少年のための宮城県民会議



「家庭の日」作品展示（県庁1階ロビー）

令和４年度令和４年度

【主な事業】

青少年のための宮城県民会議の主な事業
令和４年度度令和４年度

青少年のための宮城県民民会議の主な事業青少年のための宮城県民会議の主な事業
　令和４年度の総会は、 ５月31日（火）に、宮城県庁講堂で開催しました。
　コロナ禍での開催ということで、当日は42名の参加（事前の書面表決
提出数70）でしたが、令和３年度の事業報告・決算、令和４年度の事業
計画・予算案、そして規約の一部改正案が、原案のとおり可決・承認さ
れました。
　質疑の中では、総会参加者を増やす取り組みや市町民会議未設置市町
に対する働きかけについて御意見をいただきました。

　各地区または市町村民会議等で開催される青少年
健全育成大会や研修会に、テーマに応じた講師を派
遣し健全育成運動の啓発や情報の提供を行う事業で
す。今年度の依頼は次のとおりでした。
「青少年の健全育成講話等」
●青少年健全育成古川大会
●青少年のための涌谷町民会議（資料提供）
●青少年のための登米市民会議石越支部・石越町
　子ども会育成協議会「合同会員研修会」
●宮城県青少年アドバイザー連絡協議会
「青少年のインターネット安全利用講話」
●仙台市立富沢小学校（保護者）
●宮城県古川工業高等学校定時制課程（生徒）
●仙台市立芦口小学校（5年生・保護者）
●宮城県立角田高等学校（生徒5人）
●山元町民生委員児童委員協議会
●登米市立南方中学校（入学予定保護者）
●青少年のための大崎市民古川会議　
　　　　　　　　（県出前講座含んでおります）

【おじゃまします事業】

　正会員または正会員に加盟する団体・グループが
主催する青少年健全育成のための活動に、経費の一
部補助をするもので、今年度は以下の事業に補助し
ました。
○「広報啓発事業」　
　青少年のための登米市民会議
○「中学生リーダー研修会」
　青少年健全育成松島町民会議

【青少年健全育成応援事業】会計監査
第1回役員会
令和４年度総会
（参加者数42名、宮城県庁講堂）
地域研修会（県内５地区会場）
「家庭の日」作品募集
少年の主張地区大会（県内12地区）
第１回研修委員会
「家庭の日」PR活動
①（参加者数・親子53名、松島自然の家）
②（参加者数・親子24名、志津川自然の家）
少年の主張宮城県大会
（参加者数87名、名取市文化会館）
「家庭の日」作品審査会
第２回研修委員会
「家庭の日」PR活動
③（参加者数48名、オーエンス泉岳自然ふ
　れあい館）
④（参加者数70名、蔵王自然の家）
青少年健全育成みやぎ県民のつどい
（参加者数133名、柴田町・槻木生涯学習セ
ンター )
第 2回運営委員会（役員会から名称変更）
「家庭の日」PR活動
⑤（参加者数22名、国立花山青少年自然の家）
第1回常任委員会

第3回研修委員会
研修大会
（参加者数111名、仙台市・東京エレクトロ
ンホール宮城）
第3回運営委員会
第2回常任委員会
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秋田県にかほ市の中学生とのオンライングループワークを実施
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地域研修会を開催地域研修会を開催
　令和４年度の「地域研修会」を、県内５地区で開催しました。
　研修では、今年度の活動に役立てていただくために２つの講話を行いました。

◆会場◆
仙南・仙台南地区　－６月１４日（火）　大河原合同庁舎　〈３８名〉
石巻地区　　　　　－６月１７日（金）　石巻合同庁舎　　〈２５名〉
北部地区　　　　　－６月２１日（火）　大崎合同庁舎　　〈４１名〉
仙台市・仙台北地区－６月２３日（木）　自治会館　　　　〈３４名〉
登米・気仙沼地区　－６月２７日（月）　登米合同庁舎　　〈２３名〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計〈１６１名〉

　インターネット利用をめぐる青少年の現状や最新のトラブル事例が紹介され、家庭でのルールづくりの必要性などについ
て話がありました。また、県が作成した「インターネット安全安心利用動画」の紹介もあり、進化するネット環境に遅れを
とらない対応が求められているという話に強い課題意識を持つことができました。

講師：宮城県共同参画社会推進課青少年育成班　佐藤　賢治　氏

　会場ごと、２名の青少年育成推進指導員から、令和３年度のご自身の活動のほか市町村事業などについて、具体的なお話を
うかがいました。とどまることのない児童生徒の減少や担い手の高齢化等に加え、コロナ禍での活動に多くの制限がある中、
様々に工夫し奮闘されている講師のお話は，新たな年度の活動スタートにあたって、大いに勇気づけられるものとなりました。

講師：【仙南・仙台南地区】　小泉　　勇 氏（村田町）　　 ／　保田久美子 氏（亘理町）
　　　【石 　 巻 　 地 　 区】　阿部ひろみ 氏（東松島市）　 ／　杉浦　有紀 氏（石巻市）
　　　【北 　 部 　 地 　 区】　下成　則子 氏（大崎市古川）／　三浦　德義 氏（栗原市志波姫）
　　　【仙台市・仙台北地区】　佐藤キヨ子 氏（松島町）　　 ／　江口　龍市 氏（七ヶ浜町）
　　　【登米・気仙沼地区】　髙橋　時子 氏（登米市迫）　 ／　橘　　智法 氏（登米市津山）

（感想）
●低年齢層にまでインターネットの利用率があがって
いるのにおどろきを感じました。インターネット利
用はキケン！と思うより、安全に利用するために、
どう利用したら良いか、学ぶこと話し合うことをし
なければならないと思いました。
●インターネット、スマートフォンにおける危険度を、
親及び子どもはどこまで感じているかです。もっと
もっと啓発活動が必要ではと思いました。
●動画は、地域の方への啓発に使いたいと思います。

●「子どもたちの良いところを見つけることを心がけ
る」本当に大事なことです。学校への報告も、悪い
ことばかりではいけないですね。
●子どもたちを守る大変さを地域の住民とともに共有で
きるよう、もっとしっかり活動しなければと思いました。
●コロナ禍においても、なんとか活動を実施して成果
を上げていて参考になりました。
●市民会議が力を入れなければならない関係機関との
連携からかけ離れたイベントだけになりつつあるの
で、参考になりました。

アンケートより

大変
参考になった

45
45

26
26

3
2

0
1

まあまあ
参考になった

あまり
参考にならなかった

まったく
参考にならない
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　学校の夏休み期間を挟んだ令和４年7月４日（月）から9月２日（金）まで、
「家庭の日」作品の募集を行い、絵画・ポスター部門137点（児童の部56点、
生徒の部81点）、川柳部門318句（児童生徒の部230句、一般の部88句）
の応募がありました。その中から、入選作品として絵画・ポスター部門20点、
川柳部門14句を選出しました。
　入選作品は、「家庭の日」への理解を深めるために、令和４年12月22日（木）
から令和５年１月12日（木）の期間、県庁ロビーで展示したほか、各会議
の場での紹介、カレンダーや啓発物品等への掲載で、広く活用しています。

優秀作品に選ばれた４名には、11月11日に行われた県民のつ
どいにて、賞状と記念品が授与されました。（当日出席は２名）

みんなでおたんじょうび会
宮城教育大学附属小学校１年　野上 愛馨

家族と過ごそう！家庭の日
宮城県古川黎明中学校３年　髙橋 れいら

（敬称略）

令和５年度もたくさんの
ご応募をお待ちして
おります

毎月第３日曜日は毎月第３日曜日は

「家庭の日」「家庭の日」

【絵画・ポスター部門】

【
川
柳
部
門
】

◆児童の部

◆生徒の部

◆
児
童
・
生
徒
の
部

◆
一
般
の
部

◆児童の部

いつか家族で行きたい場所
柴田町立船迫小学校 1年　安藤 慈祢

たのしい思い出
大衡村立大衡小学校３年　大下 麻希

家族ですごした思い出
栗原市立志波姫小学校２年　佐藤 柊斗

家族の絵
柴田町立槻木小学校２年　髙橋 清羅

ひまわりをみんなで育てたよ
大衡村立大衡小学校４年　富永 莉愛

家族の笑顔
石巻市立前谷地小学校 6年　布川 昂暉

家庭の日地域で笑顔
石巻市立前谷地小学校５年　池田 萌愛

のんびり　のびのびする日
亘理町立亘理小学校５年　辻 彩結

◆生徒の部

みんなで食べるごはん
富谷市立東向陽台中学校１年　横山 陽奈

ほかほかクッキー，ほかほか家族
富谷市立東向陽台中学校２年　岡田 玲美

かけがえのない存在
塩竈市立第一中学校２年　寺嶋 菜々美

家族の楽しいひととき
栗原市立若柳中学校２年　佐々木 希

家族であいさつ習慣化
石巻市立青葉中学校 2年　大森 貫大

スイカを囲んで
石巻市立河北中学校３年　遠藤 すず

思い出
大河原町立金ケ瀬中学校２年　木幡 澪

カ
エ
ル
見
て
ぼ
く
に
た
す
け
を
よ
ん
だ
マ
マ

栗
原
市
立
栗
駒
南
小
学
校　

２
年　

伊
藤　

樹

ひ
さ
し
ぶ
り
ば
ば
の
り
ょ
う
り
マ
マ
の
あ
じ

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

２
年　

阿
部　

詩
菜

父
さ
ん
の
作
る
料
理
に
銀
メ
ダ
ル

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

５
年　

熊
谷　

百
夏

た
ま
ご
や
き
ほ
っ
ぺ
た
お
ち
る
祖
母
の
味

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校　

６
年　

鈴
木　

悠
真

夏
祭
車
で
家
族
花
火
見
る

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

５
年　

後
藤　

桜
翔

朝
と
夜
家
族
で
検
温
新
習
慣

仙
台
市
立
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校　

１
年　

富
川　

紅
亜

お
茶
の
間
で
麦
茶
片
手
に
笑
い
声

美
里
町
立
不
動
堂
中
学
校　

２
年　

川
名　

大
喜

お
弁
当
親
の
愛
情
隠
し
味

古
川
学
園
高
等
学
校　

１
年　

千
葉　

成

母
は
言
う
家
族
の
笑
み
が
一
番
だ

古
川
学
園
高
等
学
校　

１
年　

安
齋　

朋
香

ひ
ま
わ
り
の
家
庭
笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ

石
巻
市　

佐
々
木　

昭
浩

た
だ
い
ま
の
声
を
読
み
取
る
母
の
耳

仙
台
市
青
葉
区　

宮
本　

実

兄
さ
ん
と
夢
中
で
追
っ
た
オ
ニ
ヤ
ン
マ

富
谷
市　

加
賀　

由
惠

三
世
代
で
囲
む
時
間
に
笑
み
重
ね

仙
台
市
青
葉
区　

南
部　

多
喜
子

子
離
れ
を
し
た
は
ず
な
の
に
ラ
イ
ン
待
つ

柴
田
町　

安
ヶ
平　

奈
津
枝

（敬称略）

表紙の
作品

雨の日のお出かけ
仙台市立五城中学校 3年　菅野 文耀

るろろろ（かたつむり）とおはなみ
宮城県立小松島支援学校高２年　鈴木 正広

【
川
柳
部

◆
児
童
・

カ
エ
ル

とおはなみ
年年 鈴木 正鈴木 正

カ
エ
ル

ひ

たつむり））
支援学校高２年支援学校高２年

父
さ
ん

るろろろ
城県立小松城県立小松

ひ
さ
し

（かた（
松島支松島支

夏
祭
車

宮宮

父
さ
ん

る
宮城宮城

ご

夏
祭
車

朝
と
夜

た
ま
ご

仙
台

お
茶
の

朝
と
夜

お
弁
当

お
茶
の

母
は
言

お
弁
当

◆
一
般
の

ひ
ま
わ

◆
一
般
の

ひ
ま
わ

た
だ
い

兄
さ
ん

た
だ
い

三
世
代

兄
さ
ん

子
離
れ

三
世
代

み期間を挟んだ令和４年7月４日（月）から9月２日（金）まで、

楽しいおたんじょう会
宮城教育大学附属小学校２年　太郎丸 莉杏

4 5



　学校の夏休み期間を挟んだ令和４年7月４日（月）から9月２日（金）まで、
「家庭の日」作品の募集を行い、絵画・ポスター部門137点（児童の部56点、
生徒の部81点）、川柳部門318句（児童生徒の部230句、一般の部88句）
の応募がありました。その中から、入選作品として絵画・ポスター部門20点、
川柳部門14句を選出しました。
　入選作品は、「家庭の日」への理解を深めるために、令和４年12月22日（木）
から令和５年１月12日（木）の期間、県庁ロビーで展示したほか、各会議
の場での紹介、カレンダーや啓発物品等への掲載で、広く活用しています。

優秀作品に選ばれた４名には、11月11日に行われた県民のつ
どいにて、賞状と記念品が授与されました。（当日出席は２名）

みんなでおたんじょうび会
宮城教育大学附属小学校１年　野上 愛馨

家族と過ごそう！家庭の日
宮城県古川黎明中学校３年　髙橋 れいら

（敬称略）

令和５年度もたくさんの
ご応募をお待ちして
おります

毎月第３日曜日は毎月第３日曜日は

「家庭の日」「家庭の日」

【絵画・ポスター部門】

【
川
柳
部
門
】

◆児童の部

◆生徒の部

◆
児
童
・
生
徒
の
部

◆
一
般
の
部

◆児童の部

いつか家族で行きたい場所
柴田町立船迫小学校 1年　安藤 慈祢

たのしい思い出
大衡村立大衡小学校３年　大下 麻希

家族ですごした思い出
栗原市立志波姫小学校２年　佐藤 柊斗

家族の絵
柴田町立槻木小学校２年　髙橋 清羅

ひまわりをみんなで育てたよ
大衡村立大衡小学校４年　富永 莉愛

家族の笑顔
石巻市立前谷地小学校 6年　布川 昂暉

家庭の日地域で笑顔
石巻市立前谷地小学校５年　池田 萌愛

のんびり　のびのびする日
亘理町立亘理小学校５年　辻 彩結

◆生徒の部

みんなで食べるごはん
富谷市立東向陽台中学校１年　横山 陽奈

ほかほかクッキー，ほかほか家族
富谷市立東向陽台中学校２年　岡田 玲美

かけがえのない存在
塩竈市立第一中学校２年　寺嶋 菜々美

家族の楽しいひととき
栗原市立若柳中学校２年　佐々木 希

家族であいさつ習慣化
石巻市立青葉中学校 2年　大森 貫大

スイカを囲んで
石巻市立河北中学校３年　遠藤 すず

思い出
大河原町立金ケ瀬中学校２年　木幡 澪

カ
エ
ル
見
て
ぼ
く
に
た
す
け
を
よ
ん
だ
マ
マ

栗
原
市
立
栗
駒
南
小
学
校　

２
年　

伊
藤　

樹

ひ
さ
し
ぶ
り
ば
ば
の
り
ょ
う
り
マ
マ
の
あ
じ

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

２
年　

阿
部　

詩
菜

父
さ
ん
の
作
る
料
理
に
銀
メ
ダ
ル

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

５
年　

熊
谷　

百
夏

た
ま
ご
や
き
ほ
っ
ぺ
た
お
ち
る
祖
母
の
味

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校　

６
年　

鈴
木　

悠
真

夏
祭
車
で
家
族
花
火
見
る

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校　

５
年　

後
藤　

桜
翔

朝
と
夜
家
族
で
検
温
新
習
慣

仙
台
市
立
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校　

１
年　

富
川　

紅
亜

お
茶
の
間
で
麦
茶
片
手
に
笑
い
声

美
里
町
立
不
動
堂
中
学
校　

２
年　

川
名　

大
喜

お
弁
当
親
の
愛
情
隠
し
味

古
川
学
園
高
等
学
校　

１
年　

千
葉　

成

母
は
言
う
家
族
の
笑
み
が
一
番
だ

古
川
学
園
高
等
学
校　

１
年　

安
齋　

朋
香

ひ
ま
わ
り
の
家
庭
笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ

石
巻
市　

佐
々
木　

昭
浩

た
だ
い
ま
の
声
を
読
み
取
る
母
の
耳

仙
台
市
青
葉
区　

宮
本　

実

兄
さ
ん
と
夢
中
で
追
っ
た
オ
ニ
ヤ
ン
マ

富
谷
市　

加
賀　

由
惠

三
世
代
で
囲
む
時
間
に
笑
み
重
ね

仙
台
市
青
葉
区　

南
部　

多
喜
子

子
離
れ
を
し
た
は
ず
な
の
に
ラ
イ
ン
待
つ

柴
田
町　

安
ヶ
平　

奈
津
枝

（敬称略）

表紙の
作品

雨の日のお出かけ
仙台市立五城中学校 3年　菅野 文耀

るろろろ（かたつむり）とおはなみ
宮城県立小松島支援学校高２年　鈴木 正広

【
川
柳
部

◆
児
童
・

カ
エ
ル

とおはなみ
年年 鈴木 正鈴木 正

カ
エ
ル

ひ

たつむり））
支援学校高２年支援学校高２年

父
さ
ん

るろろろ
城県立小松城県立小松

ひ
さ
し

（かた（
松島支松島支

夏
祭
車

宮宮

父
さ
ん

る
宮城宮城

ご

夏
祭
車

朝
と
夜

た
ま
ご

仙
台

お
茶
の

朝
と
夜

お
弁
当

お
茶
の

母
は
言

お
弁
当

◆
一
般
の

ひ
ま
わ

◆
一
般
の

ひ
ま
わ

た
だ
い

兄
さ
ん

た
だ
い

三
世
代

兄
さ
ん

子
離
れ

三
世
代

み期間を挟んだ令和４年7月４日（月）から9月２日（金）まで、

楽しいおたんじょう会
宮城教育大学附属小学校２年　太郎丸 莉杏
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　少年の主張宮城県大会を、９月29日（木）に名取市文化会館で開催
しました。当初予定した中ホールが地震の影響で使えなくなったため、
小ホールでの開催となりましたが、一般聴衆を前に、地区大会の代
表となった13名の中学生は、毎日の生活や体験を通して感じている
ことなどをしっかりとまとめ、堂々と発表しました。

少 の年 張主
宮城県大会  結果報告 「SDGsが、やりたいことをサポートしてくれる。

SDGsは、君をより遠くまで連れて行ってくれ
る乗り物なんだ。」
　これは、気仙沼に移住し、漁師さんが使い終
わった漁具のリサイクルに取り込む加藤さんの
言葉です。

　海には魚を捕るときに使った網が大量に捨てられています。それ
らは、海洋プラスチックとなって海を汚染します。また、投棄され
た網にアザラシやカメなどの海洋生物がからまって命を落とすこと
もあります。加藤さんは、そんな漁網を回収し、生地にして、服や
カバンを作ることを考えたのです。
　私は、学校の探究学習で、海洋ゴミについて調べています。イン
ターネットによると、海洋汚染、海水温の上昇、海洋資源の減少な
ど様々なことが分かりました。家族で近くの海のゴミ拾いに行った
時には、あまりのゴミの多さに言葉を失いました。ペットボトルや
空き缶、ホースや機械のかけら、扇風機の羽までありました。スー
パー袋を数枚持って海に向かった自分の甘さを後悔し、インター
ネットで見ていた世界が、今、目の前の現実として存在しているこ
とに衝撃を受けました。
　なんとかしたい。私にできることは何だろう。
　そんな時、加藤さんの講話を聞いたのです。私は加藤さんに質問
しました。
「海のゴミを減らすために、中学生でもできることはありますか。」
　すると、反対に、加藤さんから、
「中学生でも、じゃなくて、中学生だからできることって何だろう？」
と問われたのです。はっとしました。
「例えば、SDGs を今やっていることに当てはめる、というより、

自分がやりたいことを後押ししてくれるものはどれか、考えてみた
らどうだろう。」
　私だからできること、自分がやりたいこと……。そうか、好きな
こと、得意なことから始めればいいんだ。ぱっと視界が開けたよう
な気がしました。
　私は絵を描くことが好き。本を読むことや動画を見ることが好き。
そうだ、海のゴミについての動画やパンフレットを作成しよう。そ
れをいろいろな場所に置いてもらい、自主的なゴミ拾いを呼び掛け
よう。
　この考えを先生や友達に伝えると、
「ゴミ拾いを実際にどのくらいの人がしたのか分かるといいね。」
「大人に興味を持ってもらうには、どんな内容にするの？」
と、参考になる意見をもらい、やる気が高まりました。
　私は、地域の伝承館で語り部をしているのですが、その活動で、「中
学生が真剣に語る姿に胸を打たれた。」「自分の子どもの未来を考え
るようになった。」という感想をいただいたことがあります。同じ
ように、海の豊かさを守るために、中学生の私が学び、考えたことを、
自ら発信することに意味がある。それを、世界の目標である SDGs
と関係付けることで、より多くの人に伝わり、可能性が広がっていく、
そう気付きました。
　どんなに大きな問題でも、その解決の鍵は、一人一人の小さな行
動にあります。ゴミ拾いも特別なイベントではなく、例えば散歩の
ついでに、家族とのレジャーの合間に、月１回の習慣に、など生活
の一部に組み込むのはどうでしょう。私は、これから、この提案を、
自分の言葉で、自分なりの方法で、たくさんの人に伝えたいと思っ
ています。
　私だからできることが、きっとある。

気仙沼市立階上中学校 3年　佐藤　ひなた

青少年のための宮城県民会議会長賞受賞作品

私だからできること とうさ

「あ、地震。」
　就寝して間もなく、突然の揺れ、枕元に置い
たスマートフォンから流れる耳ざわりな音に、
私は飛び起きました。
　東日本大震災から11年が経過した今年３月16
日。福島県を震源とする、マグニチュード７．

４の地震が、私の住む宮城県を襲いました。すぐに家族と声を掛け
あうと心が落ちつきました。
「緊急地震速報の音、本当すごい。」
「超うるさい音だよね。熟睡していても絶対気付く。」
　家族と交わした何げない会話が、ふと、私の心にひっかかりました。
「この音を聞くことができない人は、地震の時どうしてるんだろう。」
そんな疑問が頭から離れず、気になった私は調べてみることにした
のです。
　日本には、いったいどれ位の聴覚障害者の方々がいるのでしょう
か。その数は約29万人と言われています。この数を聞いて、多い・
少ない、どう感じたのでしょうか。
　私は、人数の多さに驚きました。というのも、私は今まで、聴覚
障害者と呼ばれる人達と接することが無かったからです。
　このことを父に話すと、父は、
・　東日本大震災の時にも、様々な障害を持つ人達の避難や対応が
問題になったこと。
・　聴覚が不自由な人は、自治体等の防災無線や避難警報の音を聞
けず、災害の時に、正しい情報を入手できないまま、逃げ遅れて
しまう可能性があること。
・　父自身、仕事で知り合った聴覚障害者の方と筆談や身ぶり手ぶ
りを交じえながらコミュニケーションした経験があり、手話の必
要性を実感したこと。
　そして、社会の中で、ハード・ソフト両面で、バリアフリーの必

要性があることを教えてくれたのです。
　さらに、父は、私を外へと連れ出しました。
　父と一緒に目にしたのは、歩道上の点字ブロック、車椅子や高齢
者の為のスロープ付きの通路。エレベーターや案内板の点字表示、
そして、視覚障害者用の音響式信号機。
　日常社会の中にあふれる、様々なバリアフリーを目のあたりにし
て、私は、日本に既にある優しい社会環境に気付かされたのです。
　私には、多様な人々が暮らす社会への理解がまだまだ足りない。
　そんな私の思いに気付いたのでしょうか。
　父は、
「互いを思いやり、わかり合おうとしようとすることが大事だよ。
気付いた時に、どうするかを考えて、行動に移せばいい。」
と言ってくれたのです。
　地震のあの日、聞いた、緊急地震速報。
　私は、その音を聞いた事をきっかけに芽生えた疑問から、自ら調べ、
父と学び、様々な障害をとりまく社会の一部分を知りました。
　そして、今の私にできることは何かと考えた時、一人一人が誰か
を支えあえる社会を担う人間になりたいと思ったのです。
　まだ知らない誰かを思いやり、行動する。
　きっと、ここが私のスタートライン。
　私は、手話を学び始めました。
　テレビや本など、学び場を探しながら、独学で勉強中です。
　私達の暮らす、これからの社会が、より良い未来になるように、今、
自分にできること。
　少しずつでも一歩ずつ、前に進めるように。
　私は、これからも、自ら考え、学び、行動していきます。
　みなさんも、何か始めてみませんか。
　そこが、あなたのスタートラインです。

塩竈市立玉川中学校 3年　浅野　友希

※発表の動画と作文は、青少年のための宮城県民会議のホームページに掲載しています。右の二次元コードを
　読み取ってご覧ください。

令和４年度宮城県知事賞受賞作品（全国大会出場　審査委員会委員長賞受賞）

私のスタートライン のあさ ゆ き

「鈴と、小鳥と、それから私、
　みんなちがって、みんないい。」
　金子みすゞのこの詩を私に教えてくれたのは、
教育実習の先生でした。この詩から受けた感銘
が、姉と心を通わせていく大きなきっかけになっ
たのを、今でも覚えています。

　皆さんは「点頭てんかん」という病気を知っていますか。私の姉
は生まれてすぐ脳の病気であるこれになり、その影響で発達に遅滞
をきたす障害を抱えました。幼い頃はさほど感じていませんでした
が、小学校高学年位の頃から私は、姉の言葉や行動の独特さに苦手
意識を持つようになりました。ささいな事で大声を出す。思い通り
にならないとパニックになってしまう。そんな姉に、どんなに抑え
ても怒りがこみ上げてくる日もありました。
　耐えきれなくなったある日、私は思わず、
「お姉ちゃんなんか、いなきゃよかった！」
こんな言葉を姉に浴びせてしまいました。すると姉は非常に驚き、
悲しそうな顔をしました。そして突然、部屋を出て行ったのです。
私は自分を恥じました。そして一晩眠れませんでした。ところが次
の日姉は、何もなかったかのように「おはよう。」と接してきました。
私は拍子抜けです。姉の寛容さを喜べず、納得できませんでした。
わだかまりの方が大きくなる私は、だんだん姉との関わりに苦しむ
ようになっていきました。
　そんな私の心を変えてくれたのは、中２の春にやってきた教育実
習の先生でした。先生は大学で発達障害について学んでいるとおっ
しゃったのです。それを知って私は、勇気を出して姉のことを打ち
明けてみました。その時先生から言われたことが忘れられません。
「発達障害で最も大切なことはね、その人の良さを理解することと、
その人に合った支援をして一緒に歩む、ということなんですよ。」
　私ははっとしました。姉妹なのに自分は今までどうしてきただろ

う。姉の行動に不満を持ち、怒ることの方が圧倒的に多かった。姉
の明るさや優しさを認めたり、感謝したりなどしてこなかった。自
分が一番無理解で思いやりがなかったんだと、初めて気づきました。
　私は先生から教わったことを、少しずつ家で実践し始めました。
姉と話す時は、曖昧な表現をしない、具体的に伝える、話は最後ま
で聞く、こだわりも尊重してあげる、などです。すると、姉との会
話が以前よりずっと弾むようになりました。心の通う瞬間も感じら
れる位に変わっていったのです。
　同時に私は、発達障害についての本を初めて開いたり、母にも聞
いたりして、少しずつ学ぶ努力を始めてみました。そこで改めて必
要だと分かったことがありました。それは、
「理解と共生」です。
　姉は今障害者雇用で働いていますが、職場でも日々、色々なこと
が起きるようです。悪口、差別、嘲笑……姉への無理解は、社会に
出てもあちこちであり、これらの偏見と闘わなければいけない状況
でもあります。
　しかしそこで思い出すのは、実習生の先生が教えてくれた金子み
ずゞの詩の一節です。
「みんなちがってみんないい。」
　現代は多様性を尊ぶ動きの高まっている時代です。お互いの違い
を理解し、違うからこそ手を取り合って共に生きよう、そう考えれ
ば、社会はもっと温かく、生きやすいものになっていけるのでない
でしょうか。この世の全てのものは皆同等の価値を持ち尊い、とい
うこの詩の思いを私は再びかみしめました。
　私は将来、この「理解と共生」のために少しでも役に立つ働きを
する人になれないか、と考えています。私達の願いの先に、必ずお
互いが手を取り合える明るい未来が待つと信じたいです。それを目
指して、私はまず姉と笑顔で会話する。ここから始めよう、と決意
しています。

仙台市立七北田中学校 3年　加　　咲季「理解と共生」をめざして とうか さ き

審　査　結　果審　査　結　果

「私のスタートライン」
宮城県知事賞

素直な心で
命のバトン
私と「個性」
笑顔でHello ！
本気になって
「違う」って当たり前
ドラマに恋して
「惜しみなく」
「経験値０」からの出発
「学校が楽しい」と言えるように

県知事賞を受賞した浅野さんは、北海道・東北ブロック代表として、
全国大会に動画出場（Web開催：11月 1日～ 30日）し、審査委
員会委員長賞を受賞しました。

仙台市立田子中学校

大河原町立大河原中学校

登米市立津山中学校

松島町立松島中学校

仙台市立沖野中学校

仙台市立長町中学校

仙台市立五城中学校

石巻市立河北中学校

栗原市立若柳中学校

加美町立宮崎中学校

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

2年

3年

遠藤　茉莉
長田　楓花
櫻田　　彩
髙橋　利奈
荒　みちる
浅沼　心結
児玉　綾乃
今野　海結
髙橋　　陽
早坂　美優

優良賞 （県大会出場者全員が受賞・発表順）

気仙沼市立階上中学校 3年　佐藤ひなた
「私だからできること」

仙台市立七北田中学校 3年　加藤　咲季
「理解と共生」をめざして

青少年のための宮城県民会議会長賞
塩竈市立玉川中学校 3年　浅野　友希

6 7



　少年の主張宮城県大会を、９月29日（木）に名取市文化会館で開催
しました。当初予定した中ホールが地震の影響で使えなくなったため、
小ホールでの開催となりましたが、一般聴衆を前に、地区大会の代
表となった13名の中学生は、毎日の生活や体験を通して感じている
ことなどをしっかりとまとめ、堂々と発表しました。

少 の年 張主
宮城県大会  結果報告 「SDGsが、やりたいことをサポートしてくれる。

SDGsは、君をより遠くまで連れて行ってくれ
る乗り物なんだ。」
　これは、気仙沼に移住し、漁師さんが使い終
わった漁具のリサイクルに取り込む加藤さんの
言葉です。

　海には魚を捕るときに使った網が大量に捨てられています。それ
らは、海洋プラスチックとなって海を汚染します。また、投棄され
た網にアザラシやカメなどの海洋生物がからまって命を落とすこと
もあります。加藤さんは、そんな漁網を回収し、生地にして、服や
カバンを作ることを考えたのです。
　私は、学校の探究学習で、海洋ゴミについて調べています。イン
ターネットによると、海洋汚染、海水温の上昇、海洋資源の減少な
ど様々なことが分かりました。家族で近くの海のゴミ拾いに行った
時には、あまりのゴミの多さに言葉を失いました。ペットボトルや
空き缶、ホースや機械のかけら、扇風機の羽までありました。スー
パー袋を数枚持って海に向かった自分の甘さを後悔し、インター
ネットで見ていた世界が、今、目の前の現実として存在しているこ
とに衝撃を受けました。
　なんとかしたい。私にできることは何だろう。
　そんな時、加藤さんの講話を聞いたのです。私は加藤さんに質問
しました。
「海のゴミを減らすために、中学生でもできることはありますか。」
　すると、反対に、加藤さんから、
「中学生でも、じゃなくて、中学生だからできることって何だろう？」
と問われたのです。はっとしました。
「例えば、SDGs を今やっていることに当てはめる、というより、

自分がやりたいことを後押ししてくれるものはどれか、考えてみた
らどうだろう。」
　私だからできること、自分がやりたいこと……。そうか、好きな
こと、得意なことから始めればいいんだ。ぱっと視界が開けたよう
な気がしました。
　私は絵を描くことが好き。本を読むことや動画を見ることが好き。
そうだ、海のゴミについての動画やパンフレットを作成しよう。そ
れをいろいろな場所に置いてもらい、自主的なゴミ拾いを呼び掛け
よう。
　この考えを先生や友達に伝えると、
「ゴミ拾いを実際にどのくらいの人がしたのか分かるといいね。」
「大人に興味を持ってもらうには、どんな内容にするの？」
と、参考になる意見をもらい、やる気が高まりました。
　私は、地域の伝承館で語り部をしているのですが、その活動で、「中
学生が真剣に語る姿に胸を打たれた。」「自分の子どもの未来を考え
るようになった。」という感想をいただいたことがあります。同じ
ように、海の豊かさを守るために、中学生の私が学び、考えたことを、
自ら発信することに意味がある。それを、世界の目標である SDGs
と関係付けることで、より多くの人に伝わり、可能性が広がっていく、
そう気付きました。
　どんなに大きな問題でも、その解決の鍵は、一人一人の小さな行
動にあります。ゴミ拾いも特別なイベントではなく、例えば散歩の
ついでに、家族とのレジャーの合間に、月１回の習慣に、など生活
の一部に組み込むのはどうでしょう。私は、これから、この提案を、
自分の言葉で、自分なりの方法で、たくさんの人に伝えたいと思っ
ています。
　私だからできることが、きっとある。

気仙沼市立階上中学校 3年　佐藤　ひなた

青少年のための宮城県民会議会長賞受賞作品

私だからできること とうさ

「あ、地震。」
　就寝して間もなく、突然の揺れ、枕元に置い
たスマートフォンから流れる耳ざわりな音に、
私は飛び起きました。
　東日本大震災から11年が経過した今年３月16
日。福島県を震源とする、マグニチュード７．

４の地震が、私の住む宮城県を襲いました。すぐに家族と声を掛け
あうと心が落ちつきました。
「緊急地震速報の音、本当すごい。」
「超うるさい音だよね。熟睡していても絶対気付く。」
　家族と交わした何げない会話が、ふと、私の心にひっかかりました。
「この音を聞くことができない人は、地震の時どうしてるんだろう。」
そんな疑問が頭から離れず、気になった私は調べてみることにした
のです。
　日本には、いったいどれ位の聴覚障害者の方々がいるのでしょう
か。その数は約29万人と言われています。この数を聞いて、多い・
少ない、どう感じたのでしょうか。
　私は、人数の多さに驚きました。というのも、私は今まで、聴覚
障害者と呼ばれる人達と接することが無かったからです。
　このことを父に話すと、父は、
・　東日本大震災の時にも、様々な障害を持つ人達の避難や対応が
問題になったこと。
・　聴覚が不自由な人は、自治体等の防災無線や避難警報の音を聞
けず、災害の時に、正しい情報を入手できないまま、逃げ遅れて
しまう可能性があること。
・　父自身、仕事で知り合った聴覚障害者の方と筆談や身ぶり手ぶ
りを交じえながらコミュニケーションした経験があり、手話の必
要性を実感したこと。
　そして、社会の中で、ハード・ソフト両面で、バリアフリーの必

要性があることを教えてくれたのです。
　さらに、父は、私を外へと連れ出しました。
　父と一緒に目にしたのは、歩道上の点字ブロック、車椅子や高齢
者の為のスロープ付きの通路。エレベーターや案内板の点字表示、
そして、視覚障害者用の音響式信号機。
　日常社会の中にあふれる、様々なバリアフリーを目のあたりにし
て、私は、日本に既にある優しい社会環境に気付かされたのです。
　私には、多様な人々が暮らす社会への理解がまだまだ足りない。
　そんな私の思いに気付いたのでしょうか。
　父は、
「互いを思いやり、わかり合おうとしようとすることが大事だよ。
気付いた時に、どうするかを考えて、行動に移せばいい。」
と言ってくれたのです。
　地震のあの日、聞いた、緊急地震速報。
　私は、その音を聞いた事をきっかけに芽生えた疑問から、自ら調べ、
父と学び、様々な障害をとりまく社会の一部分を知りました。
　そして、今の私にできることは何かと考えた時、一人一人が誰か
を支えあえる社会を担う人間になりたいと思ったのです。
　まだ知らない誰かを思いやり、行動する。
　きっと、ここが私のスタートライン。
　私は、手話を学び始めました。
　テレビや本など、学び場を探しながら、独学で勉強中です。
　私達の暮らす、これからの社会が、より良い未来になるように、今、
自分にできること。
　少しずつでも一歩ずつ、前に進めるように。
　私は、これからも、自ら考え、学び、行動していきます。
　みなさんも、何か始めてみませんか。
　そこが、あなたのスタートラインです。

塩竈市立玉川中学校 3年　浅野　友希

※発表の動画と作文は、青少年のための宮城県民会議のホームページに掲載しています。右の二次元コードを
　読み取ってご覧ください。

令和４年度宮城県知事賞受賞作品（全国大会出場　審査委員会委員長賞受賞）

私のスタートライン のあさ ゆ き

「鈴と、小鳥と、それから私、
　みんなちがって、みんないい。」
　金子みすゞのこの詩を私に教えてくれたのは、
教育実習の先生でした。この詩から受けた感銘
が、姉と心を通わせていく大きなきっかけになっ
たのを、今でも覚えています。

　皆さんは「点頭てんかん」という病気を知っていますか。私の姉
は生まれてすぐ脳の病気であるこれになり、その影響で発達に遅滞
をきたす障害を抱えました。幼い頃はさほど感じていませんでした
が、小学校高学年位の頃から私は、姉の言葉や行動の独特さに苦手
意識を持つようになりました。ささいな事で大声を出す。思い通り
にならないとパニックになってしまう。そんな姉に、どんなに抑え
ても怒りがこみ上げてくる日もありました。
　耐えきれなくなったある日、私は思わず、
「お姉ちゃんなんか、いなきゃよかった！」
こんな言葉を姉に浴びせてしまいました。すると姉は非常に驚き、
悲しそうな顔をしました。そして突然、部屋を出て行ったのです。
私は自分を恥じました。そして一晩眠れませんでした。ところが次
の日姉は、何もなかったかのように「おはよう。」と接してきました。
私は拍子抜けです。姉の寛容さを喜べず、納得できませんでした。
わだかまりの方が大きくなる私は、だんだん姉との関わりに苦しむ
ようになっていきました。
　そんな私の心を変えてくれたのは、中２の春にやってきた教育実
習の先生でした。先生は大学で発達障害について学んでいるとおっ
しゃったのです。それを知って私は、勇気を出して姉のことを打ち
明けてみました。その時先生から言われたことが忘れられません。
「発達障害で最も大切なことはね、その人の良さを理解することと、
その人に合った支援をして一緒に歩む、ということなんですよ。」
　私ははっとしました。姉妹なのに自分は今までどうしてきただろ

う。姉の行動に不満を持ち、怒ることの方が圧倒的に多かった。姉
の明るさや優しさを認めたり、感謝したりなどしてこなかった。自
分が一番無理解で思いやりがなかったんだと、初めて気づきました。
　私は先生から教わったことを、少しずつ家で実践し始めました。
姉と話す時は、曖昧な表現をしない、具体的に伝える、話は最後ま
で聞く、こだわりも尊重してあげる、などです。すると、姉との会
話が以前よりずっと弾むようになりました。心の通う瞬間も感じら
れる位に変わっていったのです。
　同時に私は、発達障害についての本を初めて開いたり、母にも聞
いたりして、少しずつ学ぶ努力を始めてみました。そこで改めて必
要だと分かったことがありました。それは、
「理解と共生」です。
　姉は今障害者雇用で働いていますが、職場でも日々、色々なこと
が起きるようです。悪口、差別、嘲笑……姉への無理解は、社会に
出てもあちこちであり、これらの偏見と闘わなければいけない状況
でもあります。
　しかしそこで思い出すのは、実習生の先生が教えてくれた金子み
ずゞの詩の一節です。
「みんなちがってみんないい。」
　現代は多様性を尊ぶ動きの高まっている時代です。お互いの違い
を理解し、違うからこそ手を取り合って共に生きよう、そう考えれ
ば、社会はもっと温かく、生きやすいものになっていけるのでない
でしょうか。この世の全てのものは皆同等の価値を持ち尊い、とい
うこの詩の思いを私は再びかみしめました。
　私は将来、この「理解と共生」のために少しでも役に立つ働きを
する人になれないか、と考えています。私達の願いの先に、必ずお
互いが手を取り合える明るい未来が待つと信じたいです。それを目
指して、私はまず姉と笑顔で会話する。ここから始めよう、と決意
しています。

仙台市立七北田中学校 3年　加　　咲季「理解と共生」をめざして とうか さ き

審　査　結　果審　査　結　果

「私のスタートライン」
宮城県知事賞

素直な心で
命のバトン
私と「個性」
笑顔でHello ！
本気になって
「違う」って当たり前
ドラマに恋して
「惜しみなく」
「経験値０」からの出発
「学校が楽しい」と言えるように

県知事賞を受賞した浅野さんは、北海道・東北ブロック代表として、
全国大会に動画出場（Web開催：11月 1日～ 30日）し、審査委
員会委員長賞を受賞しました。

仙台市立田子中学校

大河原町立大河原中学校

登米市立津山中学校

松島町立松島中学校

仙台市立沖野中学校

仙台市立長町中学校

仙台市立五城中学校

石巻市立河北中学校

栗原市立若柳中学校

加美町立宮崎中学校

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

2年

3年

遠藤　茉莉
長田　楓花
櫻田　　彩
髙橋　利奈
荒　みちる
浅沼　心結
児玉　綾乃
今野　海結
髙橋　　陽
早坂　美優

優良賞 （県大会出場者全員が受賞・発表順）

気仙沼市立階上中学校 3年　佐藤ひなた
「私だからできること」

仙台市立七北田中学校 3年　加藤　咲季
「理解と共生」をめざして

青少年のための宮城県民会議会長賞
塩竈市立玉川中学校 3年　浅野　友希
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　小春日和となり暖房を入れる必要もない会場に、「自然や文化体
験活動を通じた青少年の健全育成」の大会テーマのもと、133名
の参加者が一堂に会しました。はじめに、青少年健全育成に尽力
された方々等への県民会議会長表彰、並びに「家庭の日」絵画・
ポスター優秀作品の表彰や、少年の主張宮城県大会で県知事賞、
県民会議会長賞受賞者３名の発表がありました。
　その後、基調講演として、「物語＆体験の力～農家＆童話作家の
視点から」と題し、児童文学作家＆農家　日本児童文芸家協会理
事　堀米　薫　氏にご講演いただきました。

基調講演
演題：「物語＆体験の力～農家＆童話作家の視点から」

講師：児童文学作家＆農家　日本児童文芸家協会理事　堀米　薫　氏
〈プロフィール〉
　福島県生まれ、宮城県角田市在住。岩手大学大学院農学研究科修了。十二代続く専業農家の主婦
＆農産物直売所に所属。
　児童文学作家としてデビュー13年目。単行本23冊、アンソロジー多数。  「チョコレートと青い空（そ
うえん社）」で日本児童文芸家協会新人賞、全国青少年感想文コンクール課題図書。「金色のキャベ
ツ（そうえん社）」で、  全国感想画コンクール課題図書。「あきらめないことにしたの（新日本出版社）」
で児童ペン大賞。
　自然、農業をモチーフに童話やエッセイを執筆する他、読み聞かせや教育関係の講演活動、作文
コンクールの審査員なども務めている。

　今回の講演では、堀米さんの長年にわたる農家と童話作家とし
ての視点から、言葉と出合うと世界が変わる、言葉と体験が結び
ついたとき、本当の「生きる力」になる、というお話を伺うこと
ができました。

期日：令和４年11月11日（金）　会場：柴田町・槻木生涯学習センター

「みやぎ教育月間」協賛

青少年健全育成　みやぎ県民のつどい青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成　みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみややややややややややややややややややややややややややややややややややややぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののののののののののののののののつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい青少年健全育成　みやぎ県民のつどい

8



－順不同/市町は活動地域－

県民会議常任委員　齋　藤　辰　治　様
（石巻市青少年健全育成市民会議会長）

青少年のための宮城県民会議

市町村
古　山　陽　子

木　村　邦　雄

松　尾　伸　彦

斎　藤　晴　美

石　塚　五　男

佐　伯　貴　博

金　濱　まき子

様

様

様

様

様

様

様

氏　　名
大河原町

柴 田 町

塩 竈 市

多賀城市

多賀城市

名 取 市

名 取 市

市町村
野　崎　利　忠

佐　藤　　　久

佐　藤　清　子

佐藤　　秀　俊

阿　部　丈太郎

及　川　國　男

筒　井　ミエ子

様

様

様

様

様

様

様

氏　　名
利 府 町

利 府 町

石 巻 市

東松島市

女 川 町

大 崎 市

大 崎 市

市町村
中　村　　　篤

髙　橋　鉃　夫

三　浦　博　之

齋　藤　輝　雄

佐々木　弘　喜

武　田　邦　俊

坂　本　侑　也

様

様

様

様

様

様

様

氏　　名
大 崎 市

大 崎 市

登 米 市

登 米 市

登 米 市

栗 原 市

栗 原 市

■設立／昭和54年　■代表者名／西條孝一 ■設立／平成10年　■代表者名／小山茂樹
気仙沼市青少年育成協議会の青少年健全育成推進
指定モデル地区（R元・3年度）として活動した。
地区青少年健全育成講演会、研修会、家庭教育学
級の開催や、地区小学
校ふれあい教室の助成、
地区小中学校にスロー
ガンの募集、看板作製、
看板設置を行う。

各種研修会への参加を通し、子どもたちや町民へ
のボランティア活動を実践している。
各地区の子ども会行事で、児童の交流を深めるゲーム
を行ったり、行事運営のサポートを行ったりしている。
定例会でリーダー力の
向上に努め、町主催の
行事で司会・進行・ゲー
ム等の役割を担っている。

地域のイベントや子ども会の行事、児童館やスポー
ツクラブなどで、子ども向けのゲームを教えたり、
イベントを盛り上げたり、子どもたちに関わる支援
活動に取り組んでいる。
老人ホームの慰問や
施設周辺の清掃活動等
を通して、地域に貢献
している。

昭和55年より、横山不動尊奉納、正月巡行、老人ホー
ム慰問と併せ、津山町内の小・中学校生徒へ火伏
獅子舞の指導を行
い、伝統文化を継
承している。

■設立／昭和51年　■代表者名／多澤優里彩■設立／昭和57年　■代表者名／阿部怜奈

会　長　表　彰
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【令和４年度　研修委員】
〈研修委員長〉櫻井　美之（仙台市）
〈研 修 委 員〉阿部　有子（仙南地区）　　　　　三浦　德義（栗原地区）　佐々木正範（仙台地区）
　　　　　　　佐々木　真（気仙沼・本吉地区）　佐々木定義（仙台地区）　齋藤　俊美（石巻地区）
　　　　　　　早坂　淳子（大崎地区）　　　　　遠藤まり子（仙台市）

期日：令和５年２月10日（金）　場所：仙台市・東京エレクトロンホール宮城

大会テーマ：『地域が青少年の居場所となるために』

　令和４年度の「研修大会」は、仙台市を会場に、これまでの８月開催
を変更し２月に行いました。大会の準備にあたる研修委員会では、新型
コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、午後だけの開催で時間短縮
を図ることとし、研修内容については、講演のほか、参加者同士の意見
交換の場として分科会を設けることとしました。

　仙台市社会福祉協議会では、子どもの地域での居場所づくりの支援に
取り組んでおり、仙台市内に約60ヶ所ある「子ども食堂」の概要を説明
していただきました。また、実際に運営している２団体より運営内容に
ついて具体的なお話や今後の目標などを伺いました。

　ひなたぼっこは2009年に地域の支
援に取り組む拠点として活動をスター
トしました。地域の方にも運営に関わってもらい、地域
の課題に取り組む中で，子どもの居場所づくりへの取り
組みも行うようになり 2018年に「ひなたごはん（子ど
も食堂）」を開始しました。
　八田さんは「子どもたちがいつでもどこでも集えるよ
うな場所をめざしてこれからもやっていきたい。ひとり

でも多くの子どもた
ちが、いろいろな人
たちと繋がりをもっ
て成長していくこと
を地域で見守ってい
ければいいと思って
いる」とお話しくだ
さいました。

発　　表　　者：仙台市青葉区　・ひなたごはん　　　　　　八田ゆかり　氏
　　　　　　　　　仙台市宮城野区・よりみち～のんびり食堂　植村　暢子　氏
ファシリテーター：社会福祉法人仙台市社会福祉協議会　　　　春　　由美　氏　

研修
大会
研修
大会

参加者から

●「子ども食堂」の60という数に驚いている。寄付で賄っているのもすばらしい。社協のかかわりが大きいと感じたし、
行政とのつながりも大切だと感じた。
●「子ども食堂」について、名前は知っていましたが、詳しい内容については知らなかったので、良い機会となりました。
「子ども食堂」という名前であっても、地域の方が利用していたり、大学生や一般の方がボランティアとして活動し
ていたり、まさに地域に根付いた活動であると理解しました。また、「子ども食堂」を利用した子どもの様子から、
民生委員、児相、学校といった機関と協力し、子どもを守る体制が作られている点は、非常に良いことだと思いました。

参加者から
●「子どもたちの笑顔がわたしたちの活力源です」との
言葉に、子どもたちの未来に、光を見たような感じ
がしました。
●大変な活動をしているのに、楽しみながら活動して
いるように見受けられ、うらやましかったです。
●子どもだけじゃなく高齢者も一緒にというところが
いいなあと思いました。

参加者から
●「人に対するあたたかいおもいを大事にできる場」に
したいという話が聞けてとても参考になりました。
●会食だけでなく、みんなで遊んだり学んだりできる
のがいいですね。
●コロナの中、地域の人たちとも協力し、いろいろ工
夫してやっている様子がわかりました。

○「子ども食堂」の意義は、思っていた以上にいろいろある。
必要な資格のこともわかった。「子ども食堂」は地域が
元気になる活動である。
○「子ども食堂」＝貧困とばかり思っていたので、今日の話
に、ショックを受けた。高齢者も集うこと、すばらしい。
世代間交流もすばらしい。
○「子ども食堂」は、名前ぐらいしか知らなかったが、実
際の活動や地域の方々をつなぐ活動を知り、すばらしい
と感じた。各機関と協力して、子どもを守るところもす
ばらしい。身近な「子ども食堂」に目を向けたい。
○「子ども食堂」に持っていたイメージが変わった。地域
の交流の場になっているし、子どもの育成の場としてす
ばらしいと感じた。雪だるま的に活動がふくらんでいく
のもすばらしい。

○「子ども食堂」は、あたたかな居場所となっていて、や
りがいのある活動だ。支援された子が、支援する側になっ
ているのもすばらしい。非行少年の居場所づくりを行っ
ているので、考えていきたい。
○長年ＰＴＡとかかわっていて学校とのかかわりが多いが、
地域でも役職を持っていて、地域とどうかかわっていく
のかが課題と感じている。子どもを孤立させないために、
実際何をしたらよいのか。震災時は、炊き出しを行い、
資格も取ったが、コロナで活動を断念したが、やっぱり
やらなければと思った。だれもが共有できる「食」を通
じて、コミュニティづくりをしていきたい。みんなをつ
なぐ活動として、「食」のことを勉強していきたい。

　よりみちの会が運営する「よりみち
～のんびり食堂」は、ご自身のお子さ
んの不登校を経験した植村さんが、学校以外の子どもの
居場所づくりの必要性を感じ有志と共に 2019年７月に
スタートさせました。
　地域を限定せずに、子どもたちや保護者、また高齢者
の皆さんにも食事やレクリエーションを提供、食材や食
品の配布も行っています。運営は学生ボランティア，地
域の民生委員さんのグループからも協力を得て、安定し
た活動を行えるようになりました。
　植村さんは「子どもだけではなく親子で安心してきて
もらえるような場にしていきたい」とお話しくださいま
した。

から

うな場にしていきたい」とお話しく

お話しくだいる」とお
た。さいました

参加者から
参
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【令和４年度　研修委員】
〈研修委員長〉櫻井　美之（仙台市）
〈研 修 委 員〉阿部　有子（仙南地区）　　　　　三浦　德義（栗原地区）　佐々木正範（仙台地区）
　　　　　　　佐々木　真（気仙沼・本吉地区）　佐々木定義（仙台地区）　齋藤　俊美（石巻地区）
　　　　　　　早坂　淳子（大崎地区）　　　　　遠藤まり子（仙台市）

期日：令和５年２月10日（金）　場所：仙台市・東京エレクトロンホール宮城

大会テーマ：『地域が青少年の居場所となるために』

　令和４年度の「研修大会」は、仙台市を会場に、これまでの８月開催
を変更し２月に行いました。大会の準備にあたる研修委員会では、新型
コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、午後だけの開催で時間短縮
を図ることとし、研修内容については、講演のほか、参加者同士の意見
交換の場として分科会を設けることとしました。

　仙台市社会福祉協議会では、子どもの地域での居場所づくりの支援に
取り組んでおり、仙台市内に約60ヶ所ある「子ども食堂」の概要を説明
していただきました。また、実際に運営している２団体より運営内容に
ついて具体的なお話や今後の目標などを伺いました。

　ひなたぼっこは2009年に地域の支
援に取り組む拠点として活動をスター
トしました。地域の方にも運営に関わってもらい、地域
の課題に取り組む中で，子どもの居場所づくりへの取り
組みも行うようになり 2018年に「ひなたごはん（子ど
も食堂）」を開始しました。
　八田さんは「子どもたちがいつでもどこでも集えるよ
うな場所をめざしてこれからもやっていきたい。ひとり

でも多くの子どもた
ちが、いろいろな人
たちと繋がりをもっ
て成長していくこと
を地域で見守ってい
ければいいと思って
いる」とお話しくだ
さいました。

発　　表　　者：仙台市青葉区　・ひなたごはん　　　　　　八田ゆかり　氏
　　　　　　　　　仙台市宮城野区・よりみち～のんびり食堂　植村　暢子　氏
ファシリテーター：社会福祉法人仙台市社会福祉協議会　　　　春　　由美　氏　

研修
大会
研修
大会

参加者から

●「子ども食堂」の60という数に驚いている。寄付で賄っているのもすばらしい。社協のかかわりが大きいと感じたし、
行政とのつながりも大切だと感じた。
●「子ども食堂」について、名前は知っていましたが、詳しい内容については知らなかったので、良い機会となりました。
「子ども食堂」という名前であっても、地域の方が利用していたり、大学生や一般の方がボランティアとして活動し
ていたり、まさに地域に根付いた活動であると理解しました。また、「子ども食堂」を利用した子どもの様子から、
民生委員、児相、学校といった機関と協力し、子どもを守る体制が作られている点は、非常に良いことだと思いました。

参加者から
●「子どもたちの笑顔がわたしたちの活力源です」との
言葉に、子どもたちの未来に、光を見たような感じ
がしました。
●大変な活動をしているのに、楽しみながら活動して
いるように見受けられ、うらやましかったです。
●子どもだけじゃなく高齢者も一緒にというところが
いいなあと思いました。

参加者から
●「人に対するあたたかいおもいを大事にできる場」に
したいという話が聞けてとても参考になりました。
●会食だけでなく、みんなで遊んだり学んだりできる
のがいいですね。
●コロナの中、地域の人たちとも協力し、いろいろ工
夫してやっている様子がわかりました。

○「子ども食堂」の意義は、思っていた以上にいろいろある。
必要な資格のこともわかった。「子ども食堂」は地域が
元気になる活動である。
○「子ども食堂」＝貧困とばかり思っていたので、今日の話
に、ショックを受けた。高齢者も集うこと、すばらしい。
世代間交流もすばらしい。
○「子ども食堂」は、名前ぐらいしか知らなかったが、実
際の活動や地域の方々をつなぐ活動を知り、すばらしい
と感じた。各機関と協力して、子どもを守るところもす
ばらしい。身近な「子ども食堂」に目を向けたい。
○「子ども食堂」に持っていたイメージが変わった。地域
の交流の場になっているし、子どもの育成の場としてす
ばらしいと感じた。雪だるま的に活動がふくらんでいく
のもすばらしい。

○「子ども食堂」は、あたたかな居場所となっていて、や
りがいのある活動だ。支援された子が、支援する側になっ
ているのもすばらしい。非行少年の居場所づくりを行っ
ているので、考えていきたい。
○長年ＰＴＡとかかわっていて学校とのかかわりが多いが、
地域でも役職を持っていて、地域とどうかかわっていく
のかが課題と感じている。子どもを孤立させないために、
実際何をしたらよいのか。震災時は、炊き出しを行い、
資格も取ったが、コロナで活動を断念したが、やっぱり
やらなければと思った。だれもが共有できる「食」を通
じて、コミュニティづくりをしていきたい。みんなをつ
なぐ活動として、「食」のことを勉強していきたい。

　よりみちの会が運営する「よりみち
～のんびり食堂」は、ご自身のお子さ
んの不登校を経験した植村さんが、学校以外の子どもの
居場所づくりの必要性を感じ有志と共に 2019年７月に
スタートさせました。
　地域を限定せずに、子どもたちや保護者、また高齢者
の皆さんにも食事やレクリエーションを提供、食材や食
品の配布も行っています。運営は学生ボランティア，地
域の民生委員さんのグループからも協力を得て、安定し
た活動を行えるようになりました。
　植村さんは「子どもだけではなく親子で安心してきて
もらえるような場にしていきたい」とお話しくださいま
した。

から

うな場にしていきたい」とお話しく

お話しくだいる」とお
た。さいました

参加者から
参

1110



12

「家庭の日」
毎月第３
日曜日は

　自然の家など県内５公所で「家庭の日―
毎月第３日曜日―」等に行われた事業に出
向き、参加者に「家庭の日」や「ノーメディ
アデー」のPRをしました。
　参加者のみなさんには、「家庭の日」絵画・
ポスターや川柳作品に関心を示して話を聞
いていただきました。また、啓発物品の軍
手をさっそく使って活動していたり、親子
で工作したりと、楽しく過ごす姿が見られ
ました。

　スマートフォンの普及により、SNSなど
を通してトラブルに巻き込まれる青少年が
年々増えてきていることはご存じですか？
　このようなネットトラブルから青少年を
守るため、県共同参画社会推進課では、東
北会病院の村田副院長を講師に迎え、令和
５年２月６日（月）にインターネットの安全
利用について考えるフォーラムを開催しま
した。
　会場には多くの方が集まり、質疑応答も
活発に行われました。

　青少年が、インターネットのトラブルに巻
き込まれないために、知ってほしいポイント
をまとめた動画です。
　お気軽に様々な機会でご覧ください。また、
学校の授業や保護者の方の勉強会などでご活
用ください。

動画はコチラから
青少年の
皆さんへ
（４分）

保護者の
皆さんへ
（５分）

オーエンス泉岳自然ふれあい舘

志津川自然の家 松島自然の家 国立花山青少年自然の家 蔵王自然の家

青少年のためのインターネット
安全安心利用推進フォーラム


